
は じ め に

校 長 林 博 子

少子高齢化の進行，グローバル化や高度情報化など現代社会は急激に変化してき
ています。これからの時代に求められるのは，既存の知識を詰め込むのではなく，
その知識を使って新たな課題を発見し解決を図る力です。次期学習指導要領におい
ても「主体的に・対話的で・深い学び」が重要であると言われております。
このような中，昨年度より2年間文部科学省の「教科等の本質的な学びを踏まえ

たアクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善に関する実践研究」
の事業指定を受け，全教職員連携協力のもとに，引き続き研究を進めてまいりまし
た。主な取組として，ホワイトボードを活用したアクティブ・ラーニングの実践に
取り組み，ペア・ワークやグループ活動を重視した生徒自らが主体的に学ぶ授業を
研究して参りました。生徒対象のアンケート調査では，「疑問点を自分で調べるな
どして，積極的に問題を解決しようと努力している」という設問に対して，「思う・
やや思う」と答えた生徒は，本事業開始直後は，49．3％だったのに対し，事業終了
後には，59．1％と生徒自らが課題に取り組む意欲は向上してきております。しかし，
取組状況には個人差があり，生徒の中には，授業に対して消極的な生徒も見られま
した。そこで，生徒をいかに能動的に授業に取り組ませるかという工夫や深い学び
が必要となってまいります。そのため，本年度は，教員が各種研修会や研究会に参
加した内容を教員研修会で共有し，主体的，対話的で，深い学びの実現に向けた授
業改善を研究してまいりました。このことにより，教員の指導力の向上にもつなが
ったと感じております。
教科は，中学校・高等学校とも全教科としていますが，特に，国語，数学，社会，

理科において重点的に取り組んでまいりました。
12月には，次世代型教育推進センターより講師の先生をお迎えして日々の授業実
践を通して自分の授業の課題を振り返り，明日からの授業で実践できることを考え
る機会をいただきました。また，2月には，本校にて中学校・高等学校ともに研究
の実践報告を兼ねた教科の公開授業及び研究授業と研究協議会を実施しました。県
教育委員会から指導助言をいただくとともに参加の皆様方からのご意見もいただ
き，実りある研究協議会となりました。今後の本校における各授業実践に生かして
まいりたいと考えております。
本年度の研究の成果を報告書にまとめましたので，御覧いただければと思います。

本校での取組が今後の県内の各学校における「学習・指導方法改善」等の参考にな
ればうれしく思います。
最後になりましたが，本研究に際し御支援御協力をいただきました徳島県教育委

員会並びに先進校視察で訪問させていただきました皆様に心より感謝しお礼を申し
上げます。
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社会科（地理的分野）学習指導案
平成29年10月30日（月） 5校時
徳島県立川島中学校 1年2組30名

社会的事象への
関心・意欲・態度【Ⅰ】

社会的な
思考・判断・表現【Ⅱ】 資料活用の技能【Ⅲ】 社会的事象についての

知識・理解【Ⅳ】

北アメリカ州の社会
や文化について日本や
他地域と比較し，その
特徴を主体的にとらえ
ようとしている。

アメリカ合衆国が世
界に及ぼす影響につい
て，他者と共同的に考
察し，自らの考えを発
表できる。

複数の統計地図を見
比べながら，北アメリ
カ州の地理的事象の結
びつきをとらえること
ができる。

北アメリカ州に見ら
れる地理的事象の分布
をとらえるとともに，
因果関係を理解してい
る。

1 単元名 世界の諸地域 北アメリカ州

2 単元設定の理由
⑴ 教材観
北アメリカ州は広大な国土と世界への大きな影響力を持つアメリカ合衆国を中心とする地域で
ある。アメリカ合衆国はニュースや新聞などで目にする機会の多い国であるが，中学生にとって
は情報や認識の偏りが見られることも多い。本単元では，アメリカ合衆国を中心とする北アメリ
カ州の自然環境や民族・宗教，農業や工業について多面的に認識を深めるとともに，世界に及ぼ
す影響力の観点から学習内容をまとめさせる。アメリカ合衆国や北アメリカ州にについて多様な
興味や関心を持たせることで，今後の地理的分野における他地域の学習や歴史的分野，公民的分
野を学習する際の基礎としたい。
⑵ 生徒観
本学級の生徒は社会科の授業や学習に意欲的であり，熱心に授業に臨むことができている。そ
の一方で，大半の生徒が社会科の用語の暗記に苦手意識を持っている。この原因としては，地理
や歴史に対する想像力が不十分なまま，単に教科書の内容を覚えるだけの学習に傾倒している生
徒が多いことが考えられる。
生徒はこれまでの地理的分野の授業で，世界の地域構成，世界各地の人々の生活と環境を学習
してきた。世界の地理的認識を深める一方で，教師の発問に対して自らの意見をまとめて発表す
ることが苦手な生徒が多く見られた。1学期後半からはグループ学習や少人数で意見を交換する
学習を取り入れることで，思考力や表現力を高めている。
⑶ 指導観
北アメリカ州やアメリカ合衆国について具体的なイメージを持って学習に取り組めるように，
ICTを用いて資料の提示を行いながら授業を展開する。自由の女神像やラスベガスなど，生徒
がすでに持っている知識から話題を広げ，授業の核となる発問の考察につなげていく。また，発
問に対して自分の意見をまとめる時間や互いに意見を交換する時間を設けて思考力や表現力を養
う。毎時間の学習には地図帳を活用し，北アメリカ州の地理的事象の分布をとらえさせる。

3 単元の目標
北アメリカ州で見られる地理的事象に興味や関心を持つとともに，アメリカ合衆国について他者
と協力しながら多面的多角的に考察し，日本との関わりや世界に及ぼす影響について理解する。

4 単元の評価規準
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時間 学 習 活 動 指導上の留意点 具体の評価規準 評価方法

5分

20分

20分

5分

1 本時の学習内容とめあ
てについて説明を聞く。

アメリカ合衆国が世界に及ぼしている影響について，様々な観点からまとめてみよう。

2 アメリカ合衆国につい
て今まで学習してきた内
容を「世界への影響」と
いう観点からまとめる。

このような影響力のあるアメリカと，日本は今後どのように付き合っていくべきだろうか。

3 アメリカの影響に対し
て，今後日本はどのよう
に付き合っていくべきか
判断させる。

4 本時のまとめを聞く。

・アメリカ合衆国で見ら
れる地理的事象は「赤
色のふせん」，その影
響により世界や日本で
見られる事象は「青色
のふせん」に記入し，
模造紙に貼り付けさせ
る。

・日本がとるべき具体的
な方策を「黄色のふせ
ん」に記入し，模造紙
に貼り付けさせる。

・アメリカの影響力の大
きさや，日本と世界と
のつながりについて気
づけたかどうか発問す
る。

・グループで協力しなが
ら主体的に学習内容を
まとめようとしてい
る。（関心・意欲・態
度）

・アメリカの影響につい
て考察したことを根拠
に，日本の産業のあり
方や国際社会での立ち
位置について判断して
いる。（思考・判断・
表現）

○グルー
プ ワ ー
ク，観察

○模 造
紙，ふせ
ん

5 単元の指導計画（全5時）
第一次 北アメリカ州の地理的事象
第1時 北アメリカ州の自然環境 …………………………………………1時間【Ⅰ，Ⅱ】
第2時 移民の歴史と多様な民族構成 ……………………………………1時間【Ⅲ，Ⅳ】
第3時 大規模な農業と多様な農産物 ……………………………………1時間【Ⅰ，Ⅲ】
第4時 世界をリードする工業 ……………………………………………1時間【Ⅲ，Ⅳ】
第二次 アメリカの持つ世界への影響力
第1時 世界に広がるアメリカ合衆国の影響 ……………………………1時間【Ⅰ，Ⅱ】（本時）

6 本時の指導計画
⑴ 本時の目標
① アメリカ合衆国の地理的事象と世界への影響を他者と共同しながら考察する学習活動に主体
的に参加している。（関心・意欲・態度）
② アメリカの影響について考察したことを踏まえて，日本はアメリカとどのように付き合って
いくべきか判断することができる。（思考・判断・表現）

⑵ 展開

― ２７ ―



「十分満足できる」と判
断される状況

グループで協力して活発に意見の交換ができており，自らも主体的に
活動に参加してふせんの記入や貼り付けができている。

「おおむね満足できる」
状況を実現するための具
体的な指導

意見の交換が行き詰まったグループには活動のヒントとなるようなふ
せんを渡す。

「十分満足できる」と判
断される状況

アメリカの影響について考察した内容を根拠として，グループの意見
をふせんと模造紙にまとめている。

「おおむね満足できる」
状況を実現するための具
体的な指導

アメリカとの付き合い方の例を「協力する」「距離を置く」など具体
的に示し，判断できるように促す。

⑶ 評価及び指導の例
① アメリカ合衆国の地理的事象と世界への影響を他者と共同しながら考察する学習活動に主体
的に参加している。

②アメリカの影響について考察したことを踏まえて，日本はアメリカとどのように付き合っ
ていくべきか判断することができる。

授業後の研究協議について
（授業の工夫と感想）
・ふせんを用いてアメリカ合衆国の地理的事象をまとめさせることで，今までの北アメリカ州の単元
で学習した内容について理解を深めさせることができた。
・講義型の一斉授業では発問に対して発表するのが苦手な生徒であっても，同じグループの生徒と協
力して自らの意見を発言することができていた。想定していたよりも多様な意見があり，ふせんの
枚数も一人当たり10枚以上貼ることができていたので，生徒は活発に取り組むことができたと思う。
・想定していた学習活動が時間内に終わらないグループが多く，時間が足りないと感じた。赤のふせ
ん（アメリカ合衆国の地理的事象）と青のふせん（その影響により世界や日本に見られる事象）を
貼る授業を1時間，その後で黄色のふせん（日本がとるべき方策）を貼る授業を1時間と分けた方
がよかった。

（研究協議の内容）
・授業の導入時で赤のふせんと青のふせんについて説明があったが，情報が多く説明にかける時間も
少なかったので，学習内容の理解に戸惑う生徒が見られた。まずは赤のふせんの説明だけをしてグ
ループ活動に取り組ませ，ある程度作業が進んできた段階で青のふせんの説明をするなど，時間を
かけて理解させるべきであった。
・農業や工業，民族など多様な観点から考えることができていたが，班ごとに「アメリカの農業が世
界に及ぼす影響」「アメリカの工業が世界に及ぼす影響」などテーマを絞って考えさせるとよりま
とまった内容になったのではないか。

（指導助言）
・アクティブ・ラーニングを授業に取り入れるには，社会科の授業だけでなく他教科でも日常的に実
践するなど，生徒がグループ活動やペアワークに慣れることができるよう学校全体で取り組むこと
が大切である。他教科の授業も相互に参観することで様々な工夫を取り入れることができる。
・黄色のふせん（日本がとるべき方策）では似たような内容が多く見られた。「影響力のあるアメリ
カと今後どのように付き合うべきか」という発問に対して，日本が危機せまる場面を設定するなど
の工夫があれば，より活発な学習活動になったのではないか。

― ２８ ―



地理歴史科（地理Ｂ）学習指導案

徳島県立川島高等学校

【基軸となる問い】
「エネルギー・鉱産資源の利用・分布は，なぜ変化するのだろうか。また，今後日本ではエネル
ギー・鉱産資源によって生じる課題にどのように対応する必要があるだろうか。」

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

世界のエネルギー資
源や鉱産資源分布や動
向などに関する関心と
課題意識を高め，それ
を意欲的に追究し，捉
えようとしている。

世界のエネルギー・
鉱産資源について，そ
れぞれの資源の特徴や
利用法，分布の偏り
を，系統地理的に捉え
る視点や考察方法を基
に多面的・多角的に考
察し，その過程や結果
を適切に表現している。

エネルギー資源や鉱
産資源の生産や分布に
関する統計などの諸資
料を適切に収集し，有
用な情報を適切に読み
取って資源の生産や分
布について読み取った
り図表などにまとめた
りしている。

エネルギー資源・鉱
産資源の種類と利用
法，分布や動向などに
ついて，系統地理的に
捉える視点や考察方法
を理解し，その知識を
身に付けている。

1 履修単位数 2単位
2 実施日時 平成30年2月8日（木） 第6限
3 学 級 2年3・4・5組（21名）
4 使用教科書等 新詳地理 B（帝国書院）
5 単元名 多角的なエネルギー・鉱産資源の利用に向けて
6 単元設定の理由
わが国は資源に乏しく，その大部分を輸入に頼っている。1980年代の ASEAN諸国，90年代の
BRICS等新興国の急速な経済発展により，エネルギー・鉱産資源の消費が大幅に増加し，日本にと
って資源の確保が海外の動向により左右されるようになってきた。また電力では，2010年12月まで
は総発電量に占める原子力の比率は32％を占めていたが，東日本大震災の影響もあり，現在は1％
程度になっている。再生可能なエネルギーの開発も進んではいるが，発電量の小ささや，建設にか
かるコストなどのデメリットもあり，十分に普及していない。火力発電が約9割を占めるようにな
った現在，電力においても石炭・石油といった従来のエネルギー資源に頼らざるを得ない状況である。
本学級の生徒は，明るく活発な生徒が多く，意欲的に授業に取り組んでいるが，中学校段階での
地理学習に関する知識や技能の定着度に差が認められる。授業とは関連の少ない分野に質問が及ぶ
事も多く，グループ活動を通して生徒の興味・関心を高めつつ，「地理的な見方・考え方」の習得
のための基礎・基本を定着させることが必要だと考える。
このため，本単元では1980年以降のエネルギー・鉱産資源の分布と移動を現在の状況と比較さ
せ，今後日本が直面する問題点とその解決策について，複数の立場から考察させるため，この単元
を設定した。

7 単元の目標

地図や資料などを活用し，エネルギー・鉱産資源の種類や利用，また分布や移動を読み取り，生
起する課題について，企業の事業展開や政府の政策立案等，複数の立場から解決策について検討・
協議できるようにするため，読み取ったデータをもとに自分の考えを説明できるようにする。

8 単元の評価規準

― ２９ ―



時
間 学 習 活 動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準 評価方法

導
入

5
分

◎化石燃料の生産地や消費地の変化は，各国にどのような影響を与えるのだろうか。

・本時の目標を知る。 ・本時の目標を説明し，
まとめ方を指示する。

展

開

40

分

○1980年頃の化石燃料の生産地や消費地は，どのような地域だろうか。

・前時で調べた1980年頃の
石炭・石油・天然ガスの生
産地・消費地を班で意見を
まとめて発表する。

○現在の化石燃料の生産地や消費地は，どのような地域だろうか。

・現在の石炭・石油・天然
ガスの生産地・消費地・輸
出入をまとめる。

・ASEAN諸国や中国・
インドが主な化石燃料
の輸出地域であったこ
とを読み取れている
か，読図等読み取りの
ポイントを説明する。

・生産・消費と輸出入の
関連について，1980年
頃から大きく変化した
地域について着目でき
るよう，ワークシート
に記入させながら確認
する。

・地図や統計資料を適切
に読み取り，分類して
いる。

ワークシー
トの記載内
容
【資料活用
の技能】

9 指導計画 全5時間
第1次 エネルギー資源の種類と利用…………………………………1時間【知識・理解】

【資料活用の技能】
【問い】「エネルギーの生産地と消費地には，どのような特徴があるか。」
第2次 化石燃料の分布と利用…………………………………………1時間【思考・判断・表現】

【知識・理解】
【問い】「化石燃料の用途には，どのようなものがあるか。」
第3次 鉱産資源の種類と利用…………………………………………1時間【関心・意欲・態度】

【思考・判断・表現】
【問い】「金属・非金属資源の活用により，私たちの生活はどのように変化していったか。」
第4次 資源・エネルギー問題…………………………………………2時間（本時1／2）

【思考・判断・表現】
【資料活用の技能】

【問い】「化石燃料の生産地や消費地の変化は，どのような影響を与えるのだろうか。また日
本は，限りある資源とどのように向き合っていく必要があるのだろうか。」

10 本時の指導目標
化石燃料の生産地や消費地の変化の過程を，諸資料に基づき，各国の内情や経済成長等を踏まえ
て説明できるようにする。

11 本時の展開
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展

開

40

分

○1980年頃と現在では，化石燃料の分布や移動が変化した国には，どのような特徴があっただろうか。

・1980年頃と現在の化石燃
料の分布や移動などの相違
点を協議してまとめ，発表
する。
（ホワイトボード使用）

・地域の内情（資源の枯
渇や自国での消費，先
進国への供給先の変化
など）や工業化による
資源の利用増大など多
面的に考察させるた
め，因果関係等を明示
できるよう指摘する。

・立場を規定し，化石燃
料の利用の遷移等から
地域の変容を捉え，説
明している。

行動観察
【思・判・
表】

ま
と
め
5
分

◎化石燃料の生産地や消費地の変化は，各国にどのような影響を与えるのだろうか。

・発表をもとに，自分の意
見をまとめる。

・自班の意見に固執せ
ず，他班の意見からも
判断するよう指摘す
る。

【授業後の研究協議について】
（授業の工夫と感想）
・1980年頃と現在の化石燃料の分布や移動を比較させ，各国の変化の特徴を協議させた。
・地理学習に関する知識や技能が定着していない生徒が多かったため，資料・地図の活用，グループ
活動等で興味・関心を持たせようとした。
・発表の機会を多く設定し，他者の意見もふまえて自分の考えをまとめさせるよう工夫した。
・地理の内容を習得していなくても答えるような質問には活発に意見交換できたが，内容が深まるに
つれ，話し合いが成り立たないようになってしまった。
・班別活動を行ったが，最大1班5人のところがあり，そこでフリーライダーが出てしまった。

（研究協議の内容）
・社会科の授業ではグループで協力して「地域の活性化」について成功例と失敗例から成果と課題を
とらえ，これからの日本経済のあり方を考えさせた。時間の都合により課題をとらえさせることは
できなかったが，成果を中心に将来への「明るい展望」を持たせるという授業者の意図は実現でき
た。地歴科ではグループに分かれ化石燃料の生産地や消費地の変化の過程を様々な資料に基づき各
国の内情や経済成長も踏まえて説明した。このようなグループ学習では人数によっては活動に参加
しない生徒ができてしまうという問題や教科書を終わらせることができないという授業進度との問
題が指摘された。
・これまで取り組んできたアクティブ・ラーニングの成果としては実証するのは厳しいが人前で話す
ことが苦にならない生徒が増えたと感じている。また難しい説明などを簡単に分かりやすく相手に
伝えることもできるようになった。アクティブ・ラーニングによる成果は急には現れないが，生徒
たちが将来社会で活躍できるよう我々教師は日々の教育活動を充実させていかなければならない。

（指導助言）
アクティブ・ラーニングは小学校も含めたすべての校種で実施されており，生涯にわたって「い
かに学ぶか」が重要になっている。なぜ今の子どもたちにアクティブ・ラーニングが求められてい
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るのか，まずはそのバックボーンを理解することが大切である。知識の量では AIに勝つことが困
難になっていく中で，我々の目の前にいる子どもたちは今のままで将来活躍することができるのだ
ろうか。このように考えた時，子どもたちには「人と人との協働の学び」の中で何ができるのかが
重要になってくる。そのキーワードは「問」である。教師がどのような「問」を設定し，その「問」
で子どもたちにどのような力を身に付けさせたいのかを明確にすべきである。アクティブ・ラーニ
ングは子どもたちの頭をどうアクティブにするかであるので1つの答えしかない「問」では子ども
たちは思考停止に陥ってしまう。多様な答えがある「問」を用意し思考の幅を広げること，そして
これを繰り返し行うことで力をついていく。高校では中学校で身につけた社会的な見方・考え方を
さらに深化させ深い学びに発展させることが重要である。どのように知識を身に付けるのか，また
その知識をつないでどう考えるのかといったことを意識して「問」を組み立てていく必要がある。
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理科学習指導案

徳島県立川島中学校 3年1組29名

1 単元名 物体の運動

2 単元設定の理由
⑴ 教材観
本単元は，小学校3年での帆をつけた車や輪ゴムで動く車の動き方，小学校5年での振り子の
振れ方，また，中学校1年での力のはたらきについての学習を受けた後の学習であり，この後の
仕事とエネルギーの学習につながるものである。運動の様子を表すために，速さと運動の向きを
示す必要性を理解し，記録タイマーを使って速さを測定する技能を身に付け，記録テープから物
体の運動を考察し，物体にはたらく力と物体の運動の関係について理解を深めさせたい。さらに，
力が物体にはたらくとき一方的にはたらくのではなく，2つの物体間で対になってはたらくこと
を見いださせたい。物体の運動の規則性を理解するとともに，普段の何気ない運動や動作も運動
の規則性に則っていることに気づき考える能力を伸ばすことをねらいとしている。
⑵ 生徒観
4月の最初の授業で理科の授業に関して質問すると，好きと答えた生徒はわずかであり，大半
の生徒が苦手と答えた。しかし，苦手意識は持ちながらも，まじめに授業や実験に取り組もうと
する。「生命の連続性」の単元では，生徒が興味をもつような具体例をたくさん交えて授業を展
開したり，小単元ごとに確認テストをしたりしてきた。その結果，単元終了時には理科が楽しい
という声も聞かれるようになってきた。「化学変化とイオン」の単元では，生徒が調べたい水溶
液を用いたり，モデルでイオンや化学変化を表したりすることで，2年生で習った化学変化につ
いてさらに理解を深められた生徒が多い。しかし，原子やイオンの結びつきを具体的にイメージ
することができず，「わかりにくい」「難しい」という意識の生徒もいる。「運動とエネルギー」
の単元においても，生徒は日常で様々な運動を経験し，力のはたらきを感じているが，体験して
いることと授業での内容を関連させて考えることに難しさも感じている。
⑶ 指導観
力やエネルギーは抽象的な概念であり，日常用語として使われることが多いにもかかわらず，
生徒にとっては認識しにくいものである。力のつり合いや慣性の法則，作用・反作用の法則は，
生徒が常に経験しているものであるのに，意識することは少ない。そこで，まずそれらを意識さ
せるさまざまな具体的な例や直接体験が可能な物理現象の事例を提示し，意欲を喚起したい。そ
して，力の合成・分解の作図と図形の分析・解釈，記録タイマーを使った運動の測定，測定結果
のグラフ化などを丁寧に行い，規則性を見いだし，運動の規則性について理解を深めさせたい。
その際に，自分で考察した後に，班で互いに意見交換することで，思考力や表現力を高めていき
たい。

3 単元の目標
記録タイマーなどを使って，物体の速さや運動の様子を調べる方法を身に付けさせ，物体にはた
らく力と運動の関係を理解することができるようにさせる。
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関心・意欲・態度
【Ⅰ】

科学的な思考・表現
【Ⅱ】

観察・実験の技能
【Ⅲ】 知識・理解【Ⅳ】

力のつり合い，運動
の速さと向き，力と運
動に関する事物・現象
に進んでかかわり，そ
れらを科学的に探究し
ようとするとともに，
事象を日常生活とのか
かわりでみようとす
る。

力のつり合い，運動
の速さと向き，力と運
動に関する事物・現象
の中に問題を見いだ
し，目的意識をもって
観察，実験などを行
い，力がつり合うとき
の条件，合力や分力の
規則性，運動の速さと
向き，物体に力が働く
ときと働かないときの
運動の規則性などにつ
いて自らの考えを導い
たりまとめたりして，
表現している。

力のつり合い，運動
の速さと向き，力と運
動に関する観察・実験
の基本操作を習得する
とともに，観察・実験
の計画的な実施，結果
の記録や整理などの仕
方を身に付けている。

力がつり合うときの
条件，合力や分力の規
則性，運動の速さと向
き，物体に力が働くと
きと働かないときの運
動の規則性などについ
て基本的な概念や原
理・原則を理解し，知
識を身に付けている。

4 単元の評価規準

5 単元の指導計画（全9時間）
物体の運動の表し方 ……………………………………………1時間 【Ⅱ】
運動の調べ方 ……………………………………………………2時間 【Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ】
力と物体の運動の関係 …………………………………………2時間 【Ⅱ，Ⅲ】
物体に力がはたらかないときの運動 …………………………2時間 【Ⅱ，Ⅳ】
力のおよぼし合い ………………………………………………2時間（本時 2／2）【Ⅰ，Ⅱ】

6 本 時
⑴ 目標 ボートを進める方法にオール以外にどのような方法があるか考え，そのときの2つの物
体間にはたらく力を説明することができる。（科学的な思考・表現）
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時間 学 習 活 動 指導上の留意点 具体の評価規準 評価方法

10分

5分

5分

15分

10分

5分

1 前時までの学習を確認
する。

2 本時の学習課題を把握
する。

作用・反作用の法則を使って，オールがなくても，ボートが岸にたどりつく方法を考えよう。

3 自分の考えをまとめ
る。

4 班で話し合う。

5 各班の結論を共有す
る。

6 本時のまとめをする。

・前時までの学習内容を
確認する。
・力のつり合いと作用・
反作用の法則の相違点
を確認させる。

・オールを使ったとき
の，作用・反作用の関
係を矢印を使って説明
する。
・いろいろな道具を提示
する。

・ワークシートに，どの
ような道具を使ったと
き，どのような向き，
大きさで作用・反作用
が働くか矢印で表わさ
せる。

・個々の生徒の考えを班
内で意見交換し，ホワ
イトボードにまとめさ
せる。
・作用・反作用を図の中
に，矢印で表すように
指示する。

・各班ごとに意見を発表
させる。

・他の班の発表を聞いて
わかったことや自分が
気づかなかったことを
ワークシートに記入さ
せる。

作用・反作用の力を矢印
を使って表すことができ
る。

班で協力しながら主体的
に説明することができ
る。

ワ ー ク
シート

行動観察
ホワイト
ボード

「十分満足できる」と判
断される状況

2つの物体間で力がどのようにはたらくかを，体験などをもとにして見
いだし，説明している。

「おおむね満足できる」
状況を実現するための具
体的な指導

2つの物体のうち，どちらの物体に着目して考えているか，どちらの物
体にはたらく力を考えているのかを明確にするように支援する。

⑵ 展開

⑶ 評価及び指導の仕方
○ボートを進める方法を考え，そのときの2つの物体間にはたらく力（作用・反作用）を矢印を
使って説明できる。
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授業後の研究協議について
（授業の工夫と感想）
・ボートはオールをこいで進むものだと，我々の固定概念の中にある。しかし，作用・反作用の法則
から考えるとオールを使わなくてもボートを進ませることができる。固定概念をくつがえすこと
で，生徒の中に驚きをつくり関心・意欲を高め，物体の運動についての理解を深めていくように授
業を展開した。
・班活動で自分の意見を伝えられ，話し合いを深めるために，まずは一人で考える時間をしっかりと
った。そのことにより，班活動が活発に行われていた。
・直接見えない力をどれだけイメージできるか。そして，矢印で表すことができるかが課題であった。
生徒たちは，いろいろな考えを出し合い，考えをまとめていくことができたと思う。6班すべてが
違う考えが出てきたのには，正直驚いた。

（研究協議の内容）
・理科が苦手と言う生徒が多かったが，3年になって，理科が楽しいと感じられる生徒が増えたと思
う。これは，授業をより生活に密着させたり，丁寧な指導をしたりした結果と思われる。
・各班からたくさんの意見が出たが，最終どれが正しいのか分からない生徒もいたのではないかと思
った。最後に教師が例を提示するなどして集約したらより良かったのではないか。
・話し合いが活発であったが，普段の授業で話し合いができるように工夫していることはあるか。
〔授業者〕2，3人の少人数での話し合い活動を各教科で行っている。少人数のグループで話し合
うことで，自分の意見に自信がもてるようになってきた。

（指導助言）
・生徒たちが活発に自分の意見を伝えることができており，班の中で考えを深める姿が見られた。
・指導に対して必ず評価が必要になる。教師が望む答え「形」が明確でなければ，生徒が迷うので，
ゴールイメージを共有することが重要である。
・小学校までは問題解決の方法を学習するのに対し，中学校では①課題を見つけ出す，②解決に向け
て計画を立てる，③結果について考察する力を3年かけて養うことを目標としている。教える側は，
知識を与えること，定着させることを急ぎがちになるが，生徒一人ひとりに考えさせ待つことが求
められる。高校でのアクティブ・ラーニングに，そういった培われた力を活かし活発な意見交換や
深い学びを繋いでいけるよう成長を促すという課題がある。理科では，身近な事象を扱うことが多
い。よく観察し「なぜ」と思える力を育てることが大切になる。
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理科（化学基礎）学習指導案

徳島県立川島高等学校

1 履修単位数 2単位
2 実施日時 平成30年2月8日 第5限
3 学 級 41HR（33名）
4 使用教科書 新版 化学基礎新訂版（実教出版）
5 単元名 2節 酸と塩基
6 単元設定の理由
生徒は中学校で，酸性やアルカリ性の水溶液の性質やその性質が水素イオン H＋や水酸化物イオ
ン OH－によること，中和によってお互いの性質が失われることをすでに学習しているので，この
単元は，中学校の内容を振り返りながら学習をすすめることができる。しかし，高校での学習内容
は，反応を粒子レベルで考えたり，物質を定量的に扱うようになるため，イオンや計算に対しての
苦手意識が先行し，内容に興味を持ちにくくなる生徒も多い。身の回りの酸性・塩基性の物質や反
応に関連づけた内容や観察・実験を行うことで，生徒の興味・関心を喚起し，酸・塩基の性質や中
和反応の量的関係について主体的に学習を行わせたい。また，探求活動を通して，酸・塩基につい
ての理解を深めるとともに，論理的に課題を解決する能力や科学的な思考力・表現力を育成したい
と考え，この単元を設定した。

7 単元の目標
酸・塩基の定義や水溶液の酸性・塩基性を H+，OH－，電離度に関連させて理解する。また，pH
や中和反応に関与する物質とその量的関係について，観察・実験などを通して探究し，理解を深め
る。

8 単元の評価規準
⑴ 酸性や塩基性を示す物質や中和反応に関心を持ち，それらを日常生活と関連づけて，意欲的に
探究しようとする。（関心・意欲・態度）
⑵ 酸・塩基の強弱と pHの測定，中和反応の量的関係の実験を通して，酸性・塩基性を科学的に
考察できる。（思考・判断・表現）
⑶ 中和滴定において，実験器具の取り扱いができると同時に，中和反応の量的関係から濃度未知
の酸や塩基の濃度を実験で求める技能を習得している。（観察・実験の技能）
⑷ 酸・塩基の定義を理解し，日常生活と関連づけて酸・塩基の反応を捉えることができ，さらに
中和滴定の量的関係を理解している。（知識・理解）
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時間 学習内容 ね ら い

単元の評価規準との関連

評価方法等関心
意欲
態度

思考
判断
表現

観察
実験
技能

知識
理解

1
2・3

酸と塩基 ・酸・塩基の定義を理解し，酸性・塩
基性について理解する。
・酸・塩基の価数と強弱による分類を
理解し，価数と強弱に直接関係がな
いことを理解する。

○
◎

○発問
◎小テスト

4
5・6

水素イオ
ン濃度と
pH

・水素イオン濃度と pHの関係を知
り，pHの値で水溶液の酸性度・塩
基性度がわかることを理解する。

○ ○ ○ ○行動観察
○発問

7，
8，9，
10，
11，12

中和反応
と塩

・酸と塩基が反応すると互いの性質を
打ち消し，塩を生成することを理解
する。
・塩の分類と塩の水溶液の性質を理解
する。
・中和反応の量的関係を知り，中和滴
定の計算を理解する。

○

○

◎

○

○

○発問

○発問

◎ワ ー ク
シート
○行動観察

13 探究活動
（本時）

・酸・塩基の性質を実験にて確認し，
これまでの学習に関連づけて酸・塩
基の水溶液を推定する。

○ ◎ ○ ◎ワ ー ク
シート
○行動観察

9 指導計画

10 本時の指導目標
⑴ 周囲の者と協力しながら意欲的に探求活動に取り組むことができる。（関心・意欲・態度）
⑵ 実験内容と結果を教科書で学んだ内容に照らし合わせて考察し，酸・塩基の性質や中和反応の
量的関係について理解を深める。（思考・判断・表現）
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時間
（分） 学 習 活 動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準 評価方法

導入
（5分）

1．本時の目標や活動上の
注意事項を聞く。

【探究活動】 酸・塩基の水溶液の性質から水溶液を判別しよう。

・これまでに学んだ内容
を思い出しながら活動
していくように注意す
る。

展開
（35分）

2．実験材料を確認し，実
験手順とその目的につい
て考える。

3．試料 A~Dについて各
班で実験・観察を行う。

①各試料にフェノールフタ
レインを加えた時の変化
を調べる。

②フェノールフタレインを
指示薬とし，酸と塩基の
滴下量の関係を調べる。

③追加実験材料で調べる。

4．実験結果を班で考察
し，試料水溶液の判別を
行い，ワークシートにま
とめる。

・フェノールフタレイン
の性質や中和反応の量
的関係を確認させる。
・実験ではその操作の目
的を理解しておくこと
が重要であることに気
づかせる。

・滴下後の溶液の色の変
化に気をつけさせる。
・試料水溶液が皮膚につ
いた場合はすぐに水洗
いをさせる。
・結果を考察しながら，
実験を進めさせる。
・①②の結果をもとに，
各班で追加実験材料を
1つ選ばせる。

・酸・塩基の価数の違い
や強弱，中和反応の量
的関係に着目して考察
させる。

・安全に配慮し，慎
重かつ手際よく実
験を行うことがで
きる。（観察・実
験の技能）

・周囲の者と協力し
ながら意欲的に探
求活動に取り組む
ことができる。（関
心・意欲・態度）

・行動観察

・行動観察

・ワ ー ク
シート

まとめ
（10分）

5．班ごとに考察した結果
を発表する。

・結果だけでなく，根拠
をもとに説明させる。

・実験結果から，試
料水溶液を推測す
ることができ，そ
の根拠を説明する
ことができる。（思
考・判断・表現）

・行動観察
・ワ ー ク
シート

11 本時の展開

【授業後の研究協議について】
（授業の工夫と感想）
「早く続きの授業を行いたい。」これが授業実施直後の感想である。酸と塩基という既習の内容を
ふまえ，試料 A~Dが何であるかを決定する実験・観察における班内での役割分担や，他者との協働
などを含めた探求活動，考察を目指した。本来であれば数時間は必要とされる内容をコンパクトにま
とめつつ，生徒の主体的活動を引き出す時間を十分にとるため説明の部分で ICTを活用し時間の短
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縮をする工夫をした。授業では発表の時間も設けたが，すべての班が時間内に発表することができな
かったり，発表の仕方が不十分だったりと内容の精選と結果に対する根拠の提示の方法について課題
も見い出せた。ただ，総じて今回の授業は自身にとってチャレンジであり，授業スタイルや機材の活
用など，今後も生徒たちに有効なものとなるよう研究していく良い機会となった。

（研究協議の内容）
・各班の実験方法や結果に差が生じることは想定内であったのか。
〔授業者〕結果に差が生じることは想定していたが予想外のこともあった。価数や溶液の水素イオ
ン濃度，強酸と弱酸などさまざまに考察を進めてほしかったが，考察に偏りが見られたのでもう
少し助言が必要だったかと思う。

・実験を行うことが AL（アクティブ・ラーニング）と捉えるのか。
〔授業者〕実験で得られた結果に対し，なぜこのような結果となったのかと考えはじめ，生徒のな
かにある知識を多面的に活用し構築的に意見をまとめるような，深い学びへと繋がることが AL
である。L（ラーニング）に重きを据え取り組むものである。
〔授業者〕生徒からさまざまな意見が出るような働きかけ（仕掛け）を盛り込む活動が ALである。
その活動から学力の定着も望みたい。

・ALの活動で授業の進度が遅くなるといった問題に対してどのような対処を行っているか。
〔授業者〕授業のスピードを上げることは可能だが根本の解決にはつながらない。だが，視覚教材
を利用することで説明の時間が短縮できたり，板書のスタイルを変えるなど工夫できることはあ
る。また，授業計画を綿密に立てておくことは，これまで以上に必要となる。

（助言者より）
・これまでの実験・観察では，操作手順が決められており，決まった結果で終了するものが多かった
が，今回の授業では①なぜその操作を行うか考える，②材料が与えられ検証の方法は自由である，
という工夫が成されていた。ITCを上手に取り入れ，よく計画された授業であった。生徒たちが
本当に積極的に活動できており，話し合う内容もしっかりしていることに感心した。普段から思考
させる学習が展開できているのだと感じた。近年，社会で「とことん突きつめる能力をもつ人材」
が求められているが，ALはこういった人材の育成にも効果があると考える。
・ALでは L（ラーニング）に重きを据え生徒に深く考えさせることが重要となるが，今回の授業で
は生徒たちが深く考えることが出来ている授業だった。生徒は先生の助言の影響を大きく受けるた
め，学びを気づかせる助言が大切になる。授業者のチャレンジが感じられた素晴らしい授業だった。
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研究会等参加の記録

1．武蔵野大学有明キャンパス3号館3階
日 時：平成29年8月27日，11：00～18：00
記 録 者：高校教諭 澤田 愛美
研究会名：第6回『アクティブ・ラーニング』フォーラム

日本アクティブ・ラーニング学会が2015年から開催してきた『アクティブ・ラーニングフォーラ
ム』の第6回となる本会に，高校から2名が参加した。本会は，平成29年8月26日・27日の2日間
にわたって武蔵野大学有明キャンパスで開催される『未来の先生展2017』の一部として開催された
ものである。
プログラムは
1．都立両国高校英語科の実践
2．アクティブ・ラーニング学会からの活動発表
3．『論理エンジン』開発者出口汪氏による『21世紀型教育について』
4．古河市教育委員会からの古河第五小学校での実践発表
5．八王子市立弍分方小学校の特別活動の記録
6．『伝え方が9割』著者佐々木圭一氏の『ノーをイエスに変える技術』
の6つの講演からなる。
特に印象に残っているのは，論理エンジン開
発者，出口汪氏の講演。記憶・計算はコンピュー
タの仕事となり，漢字の読み書きはコンピュー
タで自動変換できる現代，教育の果たすべき役
割の変化について述べられていた。新しい教育
が求められる中，すべての土台は言語にある，
という観点から論理力を鍛えるプログラムを開
発し，その経緯や活用方法を紹介した内容で，
現代文の先生の話ではあったが，数学や社会な
ど，他教科においても必要な読解力を身につけ
る手立ての一つとして有効な教材と感じた。訓
練により，論理力が身につく，身につけさせられるという，実感を持てた。
また古河市第五小学校で行われている，『10のつなぎことば』を用いた，文章作成の訓練の報告
も印象的であった。自分の意見や考えを作文にすることが習慣されており，高学年では成果として
十分に身につけられている様子を伺うことが出来た。なにかを説明する能力，誰かに自分の考えを
伝える能力は本校生徒においても課題の一つとも考えており，サンプルとしていただいた，小学校
用につくられた，算数のシートは高校生向けの内容に替えて，作り替えて活用したい。
八王子市立弐分方小学校の発表ではアクティブ・ラーニングを通して，生徒の自尊感情が育まれ
た報告が印象的だった。各学校の発表から様々な学校での課題を解決するため手段の一つとしてア
クティブ・ラーニングの可能性を認識した。生徒一人一人が学びの主体となるために，授業だけに
とどまらず学校生活全体を通して，言語活動やコミュニケーション能力を育んでいく実践例を示し
てくれた先生方に敬意を表し，まとめとする。
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2．京都市立西京高校（京都府）
日 時：平成29年12月1，2日
記 録 者：高校教諭 石川 亜紀
研究会名：中高一貫教育研究大会・SGH中間報告会

平成29年12月1日，2日に京都市立西京高校で行われ
た「中高一貫教育研究大会・SGH中間報告会」に参加
した。京都市立西京高校は平成16年に附属中学校を開校
し，未来社会を創造するグローバルリーダーシップの育
成をめざす公立中高一貫教育高であり，生徒全員がエン
タープライジング科に属している。
研究授業では中・高どちらも「生徒の興味・関心を引
き出す」ということに重点を置いていた。中学校の授業
では生徒の興味を引く史料を用意し，その掲示の仕方に
も工夫がなされていた。ペアワークやグループ活動など
を通して他の人の意見を聞いたり自分の意見を伝えたり
する活動をした後に，「本時の振り返り」としてその時
間に自分自身が学んだことをノートにまとめ理解を深め
ていた。
高校では生徒の持っているイメージを実際の史料をも
とに覆していくという方法で生徒の興味を引き出してい
た。そこに当時の時代背景や政治・文化に関する知識な

ども加えた授業であった。「興味を持てばあとは自ら学ぶようになる。教師の役割はその興味を引
き出しやる気にさせることである」という先生の言葉が印象に残っている。2日目に参加した生徒
による学習成果発表会では「まちづくり甲子園」のプレゼンを聞いた。参加した生徒たちは，現地
へ行きそこで話を聞いてまちの課題を明らかにし，その解決法を探り提案するというミッションに
取り組んできた。
生徒たちはこの経験を通してまさにこれからの時代
に必要な力を身に付けることができたのではないかと
感じた。西京高校では問題発見能力や課題解決能力を
高めるための授業や講演会を実施し，さらに課外活動
にも積極的に参加させるなどして新しい時代を生きる
人材を育成するための教育が実践されている。
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3．一橋大学一橋講堂
日 時：平成30年2月23日
記 録 者：高校教諭 谷 圭子
研究会名：次世代型教育推進総括セミナー（東部地区）

平成30年2月23日に一橋大学一橋講堂で行われた「次世代型教育推進総括セミナー（東部地区）」
に参加した。本セミナーは新しい時代に必要となる資質・能力を育成するための主体的・対話的で
深い学び（アクティブ・ラーニング）の実現に向け，平成27～29年度において，独立行政法人教職
員支援機構が実施した「新たな学びに関する教員の資質能力向上のプロジェクト」の成果を公表し，
全国の学校現場における指導方法等の改善に資することを目的として開かれたものである。
開会後のオリエンテーションでは徳島県から研修協力員として派遣されている木下美香先生より
今回の学習指導要領改善のポイントと，その新しい指導要領を実行力のあるものとするために，本
プロジェクトが「見取る・理解する・伝える・創る」の4つのミッションをもってスタートしたと
いうこと，そして，そのキーワードをもとに「実践フィールドの取り組み」を聞いていただきたい
というお話があった。
「実践フィールドの取り組み」においては秋田
県，千葉県，東京都，長野県，岐阜県の5県の先
生方からの報告があった。各県の実践校の取り組
みで共通していたことは校内研修の充実であっ
た。秋田県の西目小学校の実践発表では，子供た
ちの深い学びの構築のためには，カリキュラムマ
ネジメントに全員が取り組むことが重要であると
述べられていた。そして「校内研修を日常化につ
なげる」，「互いの取り組みを可視化する」，「概念
化シートを使って職員室に掲示する」など，学校全体でアイディアを共有していくことが大切で，
継続的，組織的，自覚的に行うことが有効であると述べられていたのが印象に残った。
昼からは國學院大學の田村学教授より「主体的・対話的で深い学びの実現のための」という題で
講演をいただいた。子供に何を教えるかではなく，どのように学ぶかが大切で，そのために，アク
ティブ・ラーニングの視点からの授業改善の必要があると述べられていた。
これ以外にも昼休みの研修協力員の先生方によるポスターセッションや，センターの HP，メー
ルマガジンの紹介などがあり大変充実した内容であった。HPには，新たな学びに関する教員の資
質能力向上のプロジェクトとして，30の校内研修等の実施計画や目的等に応じ複数の「研修プラン」
等を組み合わせた例などがあげられており，そ
れらを各校の校内研修に生かすことができるこ
とが紹介された。今回の研修に参加し，アクテ
ィブ・ラーニングの実践の必要性と，それを学
校全体の活動に広げていくためには校内研修の
充実が大切であると認識したが，そのための校
内研修プランがすでに示されているということ
に感銘をうけた。改めて，次世代型教育推進セ
ンター教員の資質能力向上のためのプロジェク
トに参加された11名の先生方に敬意を表し，報
告としたい。
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主体的な学びのための新たな取組（能率手帳の活用）

本校での具体的な活用場面として，主に以下のものを考えた。
① 朝夕 SHRに自己管理と週間の計画，実施後分析に活用
② 各種講演会時，講演内容＋自身の思いを書き残す
③ 部活動，オープンキャンパス参加等各種体験活動の記録
④ ホームルーム時に班別で手帳活用内容について話し合う

（導入の目的）基礎学力充実に向けて有効活用
アクティブ・ラーニング（以降 ACと略す）を授業の一部で実践するために生徒が，①授業内で
の演習に向けて予習，②演習するために必要な基礎学力，③家庭での学習時間確保，が必須となる。
本校生徒の場合は大半が部活動に参加している一方で，家庭学習時間が1時間未満の生徒も多く，
ALの実践を始める初期段階でとにかく生徒の意識改革をめざす必要があった。

（活用場面）班活動での協働作業に活用（自主活動の記録として利用）
総合的な学習の時間等で，オープンキャンパスを含めたさまざまな自主実践した体験活動等の記
録を残し，班内でまとめて比較するといった活動に利用できる。初期段階では，生徒自身の生活記
録を比較させることもできるはずである。班活動においては，相手の意見を聞き，自分の意見を主
張し，班でまとめるという協働＆表現作業の実践が可能になる。

（活用による効果）ミニ PCDAサイクルを経験できる
さまざまな実践をする際に必要となる PCDAサイクルを，能率手帳の中では，1週間の計画を
立てて，実践・反省・改良して再実施が可能になる。その後，スパンを1ヶ月，1学期へと拡張す
ることも当然可能になってくる。
さらに，苦労したときの工夫や思い，具体的にチャレンジした事柄，うまくいったときの感動な
どを自身の言葉や行動をポートフォリオとして残すことが手帳導入の主目的である。

（ノート活用の様子1）

○テスト前学習時間の確保ができるようにな
った。
（平日できなかった時間を週末にどのくら
いしなければならないか，計画が立てられ
るようになった。）
○先生からのコメントが自分の励みになり，
学校生活全般において，前向きに取り組ん
でいこうと意識の向上につながった。
○計画が予定通りにいかなければ，他の空い
ている時間に必ずこなすようにしている。
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そう思う 17．2％

まあそう思う 54．1％

あまりそう思わない 16．6％

そう思わない 12．1％

■ そう思う
■ まあそう思う
■ あまりそう思わない
■ そう思わない

16．6％

12．1％54．1％

17．2％

Ｑ2）手帳をいつ使っていますか？
（上段：5年次生 下段：全国）

Ｑ3）手帳に何を書いていますか？

（生徒の活用状況分析：アンケート結果より）
Ｑ1）手帳を使う前と比べて，1週間の目標を立てられるようになりましたか？ 5年次生（高2）

（今後の展望）
生徒の自主的な PDCAサイクルを実践させるためのツールとし
てこの能率手帳を活用していきたい。そのために，普段から具体的
な実践内容や思いを簡単でもいいから書き込ませる習慣づけと担任
＆副担任を通じて定期的なサポートをより精度を上げて実践してい
きたい。さらには，部活動の指導教員や教科担任など，一人でも多
くの教員を巻き込んでいきたい。
能率手帳をポートフォリオとして活用できるように生徒と教員が
共通理解を深めていきたい。
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主体的・対話的で深い学びの実現へ
独立行政法人教職員支援機構次世代型教育推進センター

研修協力員 木 下 美 香

川島中・高の取組について

「え～，なんで『ひく』っ言うんかな？」首をかしげながら，考える生徒達。「こうだから？」と
つぶやきながらホワイトボードに自分の考えを書き込み，教師に向けて自分の考えを示しました。
これは，国語総合の授業の一場面です。教師は，「咳が出

�

る
�

，痰が出
�

る
�

，と言うけど，風邪は，な
んでひ

�

く
�

って言うと思う？」と生徒に問いました。生徒は，「ひく」という言葉に着目し，「人々が家
にひきこもるから」「細菌を体にひき入れるから」「外から内にひき入れているから」と書き出してい
きます。教師は，「古代中国で，吹く風が運んでくる邪気を
体の中に引き込んでしまうと，かぜという病になると考えら
れていたからだ」と説明します。さらに，本時の教材である
十八史略の「璧を全うす」に繋げて，「かんぺきって漢字で
書けるかな？ホワイトボードに書いてみよう」と生徒を促し
ます。「完壁」と間違う生徒もいました。そこで，「璧」とい
う漢字の表す意味を確認すると，生徒は「そうなんだ」と驚
き，「完璧」という言葉の由来となった故事に興味や関心を
高めながら，主体的に教材へ向かっていきました。
この場面では，日常的に使っている「言葉」に着目することで，古代中国と現在の繋がりを見いだ
していました。さらに，漢字を通して故事に興味をひく工夫があり，生徒達は古人のものの見方，感
じ方，考え方に関心を高め，自分に繋がるものとして捉えることができていました。このような生徒
の学びを想定しながら構想される授業の実践が，日々積み重ねられていくことで，生徒の学びに向か
う力が培かわれていくのではないでしょうか。
コミュニケーション英語Ⅰの授業では，生徒たちがホワイトボードを使って，各班が説明する「彼」
が誰か答えていました。本時の目標は，「To explain who he is？」です。授業の後半，各グループ
に教師からカードが配付されました。カードには，それぞれキャラクターの名前が書かれています。
このキャラクターの名前を導き出せるように，英文で説明をしなければなりません。何を説明すべき
か，その説明をどう英文で表現するか，生徒達は考えを出し合います。自分のワークシートに書き出
したり，うまく表現ができない時には教師からヒントをもらったりしながら説明文を作り上げていき
ます。辞書を引きながら，「この表現はどうかな？」「あ，良いね？」とグループの皆で話し合い，相
手がイメージしやすい表現を探りながら作文に取り組んでいきました。この活動からは生徒が相手意
識を持って聞き手に伝えようとする姿と，学んできた知識を確認し，共有する姿が見られました。
発表後，教員のねがいとして「confidence」（自信を持って）という言葉がスクリーンに映し出さ
れました。生徒は到達度を自己評価します。本時を振り返る場面では，生徒の学びの自覚化を図り，

本時の学びを次時へ繋げることを意識できるよう
ワークシートが作成されていました。
この授業では，ペアからグループ活動へ，聞く，
話す活動を積み重ねていくことで，「伝える」こ
とに意識が向かっていく流れが作られていまし
た。生徒たちは考えを出し合いながら話し合いに
積極的に取り組み，英語でより良い説明をしたい
という思いを持ち，粘り強く取り組むことができ
ていました。
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実施の効果と検証





番号 質 問 項 目

1 自分が興味関心を持っている分野について，積極的に調べ記録している。

2 自分が興味・関心を持っていない分野の情報についても，耳を傾けている。

3 普段，新聞を読んだりニュースを見たりしている。

4 収集した情報を比較したり，要約（まとめる）することができている。

5 収集した情報を分析する（なぜそうなっているかを考える）ことができている。

6 収集した情報をもとに予測を立てることができる。

7 疑問点を自分で調べるなどして，積極的に問題を解決しようと努力している。

8 目標を設定したら，期限に間に合うように逆算して計画を立てることができる。

9 自分の目標達成度を客観的に分析し（なぜそうなっているかを考える），自己評価ができて
いる。

10 目標達成後，新たな考え方や行動を起こし，さらにステップアップできるようにしている。

11 自分の考えを周囲の人に適切に伝えることができる。

12 相手の意見をよく聞き，理解して自分とは異なる価値観を尊重することができる。

13 班の仲間とともに，与えられた課題解決のために，さまざまな視点から問題を見つけ出そう
と頑張っている。

14 課題解決に取り組むとき，自分の役割を見つけ行動できる。

15 班活動中に，班の目標が達成できないとき，新しい提案をすることができる。

回 回 答 問1 問2 問3 問4 問5

第1回
思う・やや思う 70．2％ 59．3％ 70．9％ 41．8％ 60．7％

あまり思わない・思わない 29．8％ 40．7％ 29．1％ 58．2％ 39．3％

アンケート結果

ホワイトボードを活用したアクティブ・ラーニングの効果を検証するために，中高の全校生徒を対
象にアンケートを実施し，これまでの成果について分析を行った。
※アンケート実施日 第1回（平成28年10月24日）第2回（平成29年2月9日）

第3回（平成30年1月18日）
①アンケート内容

【あなた自身が，できているかどうかについて答えてください】

【ペアワークや班活動の際，できているかどうかについて答えてください】

②アンケート結果
◆中学生
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第2回
思う・やや思う 72．2％ 52．2％ 69．8％ 43．4％ 55．8％

あまり思わない・思わない 27．8％ 47．8％ 30．2％ 56．6％ 44．2％

第3回
思う・やや思う 76．2％ 52．3％ 75．0％ 50．0％ 54．8％

あまり思わない・思わない 23．8％ 47．3％ 25．0％ 50．0％ 45．2％

回 回 答 問6 問7 問8 問9 問10

第1回
思う・やや思う 60．9％ 66．9％ 53．6％ 50．9％ 52．1％

あまり思わない・思わない 39．1％ 33．1％ 46．4％ 49．1％ 47．9％

第2回
思う・やや思う 50．0％ 68．6％ 50．6％ 47．4％ 56．4％

あまり思わない・思わない 50．0％ 31．4％ 49．4％ 52．6％ 43．6％

第3回
思う・やや思う 53．6％ 72．0％ 52．4％ 53．6％ 56．5％

あまり思わない・思わない 46．4％ 28．0％ 47．6％ 46．4％ 43．5％

回 回 答 問11 問12 問13 問14 問15

第1回
思う・やや思う 69．0％ 83．8％ 79．0％ 69．0％ 44．6％

あまり思わない・思わない 31．0％ 16．2％ 21．0％ 31．0％ 55．4％

第2回
思う・やや思う 68．6％ 81．4％ 79．5％ 66．7％ 41．7％

あまり思わない・思わない 31．4％ 18．6％ 20．5％ 33．3％ 58．3％

第3回
思う・やや思う 69．6％ 85．1％ 74．4％ 74．4％ 41．8％

あまり思わない・思わない 30．4％ 14．9％ 25．6％ 25．6％ 58．2％

第1回と第2回のアンケート結果に大きな差は見られない。例えば，問7「疑問点を自分で調べる
などして，積極的に問題を解決しようと努力している」の結果は，第1回と第2回の差は，1．7ポイ
ントしかない。その理由として，中学校においては，授業改善に取り組む前から生徒の主体的な活動
を授業において多く取り入れていたことが考えられる。このため，他の設問についても肯定的な答え
の割合が，高校生よりも高い。
第3回のアンケートでは，前回に比べて，ほとんどの設問に対して肯定的な答えの割合が，増加し
ている。特に相手の意見をよく聞き，自分の考えを周囲の人に適切に伝えることや，自分が興味関心
を持っている分野について，疑問点を調べるなどして，積極的に問題を解決しようと努力することが
できていると考えている生徒は多い。日々の授業の中でも，ホワイトボードを活用したグループ学習
等により，自分の意見を自分の言葉で相手にわかりやすいように伝える能力に明らかな向上が見られ
るようになってきた。しかし，その中で，質問13の「班の仲間とともに，与えられた課題解決のため
に，さまざまな視点から問題を見つけ出そうと頑張っている。」については，肯定的な回答が5ポイ
ント以上減少している。これは生徒自身が，設定された課題に対して，もっと多面的，多角的に考え
ることができたのではないかと反省していることを示していると考えられる。また，教師も，いろい
ろな視点から考えることができるような課題を提示して，思考がより深まる授業の手だてを工夫する
必要がある。
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回 回 答 設問1 設問2 設問3 設問4 設問5

第1回
思う・やや思う 65．0％ 32．7％ 54．9％ 27．8％ 31．4％

あまり思わない・思わない 35．0％ 67．3％ 45．1％ 72．2％ 68．6％

第2回
思う・やや思う 75．6％ 44．5％ 65．3％ 39．0％ 39．0％

あまり思わない・思わない 24．4％ 55．5％ 34．7％ 61．0％ 61．0％

第3回
思う・やや思う 76．1％ 46．4％ 68．5％ 44．6％ 45．3％

あまり思わない・思わない 23．9％ 53．6％ 31．5％ 55．4％ 54．7％

回 回 答 設問6 設問7 設問8 設問9 設問10

第1回
思う・やや思う 33．2％ 49．3％ 39．8％ 34．2％ 36．6％

あまり思わない・思わない 66．8％ 50．7％ 60．2％ 65．8％ 63．4％

第2回
思う・やや思う 40．6％ 59．4％ 48．1％ 42．9％ 45．1％

あまり思わない・思わない 59．4％ 40．6％ 51．9％ 57．1％ 54．9％

第3回
思う・やや思う 47．3％ 59．1％ 54．0％ 50．8％ 52．5％

あまり思わない・思わない 52．7％ 40．9％ 46．0％ 49．2％ 47．5％

回 回 答 設問11 設問12 設問13 設問14 設問15

第1回
思う・やや思う 65．9％ 75．9％ 69．2％ 63．9％ 34．3％

あまり思わない・思わない 34．1％ 24．1％ 30．8％ 36．1％ 65．7％

第2回
思う・やや思う 68．8％ 84．1％ 69．8％ 66．2％ 44．5％

あまり思わない・思わない 31．2％ 15．9％ 30．2％ 33．8％ 55．5％

第3回
思う・やや思う 71．6％ 85．3％ 74．6％ 74．2％ 51．2％

あまり思わない・思わない 28．4％ 14．7％ 25．4％ 25．8％ 48．8％

◆高校生

これまで3回のアンケート結果から考察すると，中学校よりも高校において顕著な効果が見られ
る。すべての項目で第1回と比較すると「思う・やや思う」の数字は5～15％伸びている。特に設問
4～6の「収集した情報を比較したり，分析・
予測することができるようになった」とする
数字が段階的に上がっていった。授業実践に
取り組むまでの講義形式の一斉授業から生徒
の活動を重視する授業への転換の成果と言え
る。平成27年度からホワイトボードを活用し
たペアワークやグループ活動に積極的に授業
に取り入れてきたが，学びの形態や質を大き
く変容させ，生徒同士が互いに協働して学ぶ
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機会が増え，「対話的な学び」が少しずつ
実現している。
また，講義形式の一斉授業から，生徒の
活動を重視する主体的な学びへの転換を図
ることで，生徒の学習態度が以前よりも能
動的になった。しかし，設問15の「班活動
中に，班の目標が達成できないとき，新し
い提案をすることができる」という項目に
ついては，第1回アンケートの数字からみ
るとおよそ14％上がってはいるが，「思う・
やや思う」の数字としては51．8％と他の項目よりも低い。まだまだ学んだ知識を関連づけて新たな知
識を生み出したり，新たな学びの展開を図るなどの「深い学び」まで発展しているとは言えない。生
徒はホワイトボードを活用にとらわれて，自ら課題を発見して解決するという目標を忘れがちになっ
ているところに，大きな課題が残されている。
教員については，ホワイトボードを活用した授業改善に取り組み，意識の変容が見られるようにな
った。県内外の研修会や研究会に積極的に参加して情報収集を行うとともに，自らも研究授業を実施
し，他の教員から指導や助言をもらいながら授業改善に取り組んでいる。
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おわりに（課題と今後の方向性）

授業実践に取り組むまでは，講義形式の一斉授業が中心で「基礎的・基本的な知識・技能の習得」
を重視していたが，「思考力・判断力・表現力等の育成」については，不十分であった。こうした現
状の中，平成27年度の「言語活動の充実に関する実践研究」，平成28年度からの「教科等の本質的な
学びを踏まえたアクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善のための実践研究」でホ
ワイトボードを活用した実践に取り組み，生徒の主体的な活動・思考の活性化を図り，学びの質の改
善を図ってきた。ホワイトボードを活用した授業実践では，ペアワークやグループ学習など小集団学
習を積極的に取り入れることにより，生徒同士が互いに協働して学ぶ機会が増え，「対話的な学び」
が少しずつ実現しつつある。
また，講義形式の一斉授業から，生徒が活動する主体的な学びへの転換を図ることで，生徒の学習
への姿勢が以前よりも能動的になった。しかし，学んだ知識を関連づけて新たな知識を生み出したり，
新たな学びを展開するなどの「深い学び」まで発展しているとは言えない。生徒はホワイトボードを
活用にとらわれて，自らの課題を発見して解決するという目標を忘れがちになっているところに，ま
だまだ大きな課題が残されている。さらに，ハード面での制約はあるが，ホワイトボードだけでなく
ICTを活用したアクティブ・ラーニングへの取組も今後の大きな課題である。
教員については，ホワイトボードを活用した授業改善に取り組み，意識の変容が見られるようにな
った。県内外の研修会や研究会に積極的に参加して情報収集を行うとともに，自らも研究授業を実施
し，他の教員から指導や助言をもらいながら授業改善に取り組んでいる。今後の課題としては，生徒
の主体的な学びをどのように評価していくかということである。学校全体で共通理解を図り，評価基
準を作成して記述テストだけでなく生徒の活動を積極的に評価していくことが大切である。また，テ
スト自体もこれまでの暗記していれば解けるような問題ではなく，表現力や応用力が試される論述式
の問題を含めるなどの工夫が必要である。単に授業形態を変えるだけでなくどのような学力を身につ
けさせ，そのためにどのような評価をしていくかを今後の検討課題として引き続き授業改善をすすめ
ていくことが大切である。
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